土 佐の 侍で 大 塚と 云う 者が あった。 格 はお 馬 廻り 位 

であったら しいが たしかな こと は 判らない。 その 大塚 

は 至って 殺生 好きで、 狩獵 期になる と 何時も 銃 を 肩に 

して 出かけて 往 つた。 

あるひ 

某日 それ は 晴れた 秋の 午後であった。 雑木の 紅葉し 

た 山裾 を 廻って 唯 ある 谷へ 住った。 薩摩藷 など を 植え 

た 切 畑が 谷の 入口に 見えて いた。 大塚は その 山 畑の 間 

の 小径 を 通って、 色づ いた 雑木に 夕陽の 燃えつ いたよ 

うに 見える 谷の 窪地の 方へ 住こうと した。 

一 匹の 灰色の 兎が 草の 中から 飛び だして 大 塚の 前 を 

横^って 走った。 獲物 を 見つけた 大家 は、 肩に してい 



た 銃 を そそく さとお ろして 撃とうと したが、 兎 は 何処 

へ往 つた かもう 見えなかった。 大塚は 銃 を 控えて 右 を 

見たり 左 を 見たり、 また 木の 下方 を 透し などした が、 

兎 はとうとう 見つから なか つ た。 

(折角の 獲物 を 逃がして しまった、 何 か 一 つ 大きな も 

の を 獲りたい ぞ) 

大塚 はこん な こと を 云いながら 歩き だした。 彼 は 今 

朝早くから 谷から 谷 を あさって いたが、 腰の 袋に 一 羽 

の 山鳥 を 獲って いる だけで 他に 何も 獲つ ていないので、 

何 か 一 ニ疋 好い 獣 を 獲りたかった。 兎 は 彼の 眼から 放 

れ なかった。 彼 はもし やそこら あたりに 隠れて いはし 



(古井戸へ 陥ち 込んだ ぞ、 上へ あがらね ばな らんが、 

あがれる かしら) 

大塚は 苔の 生えた 穴の 周囲に 注意した が、 手掛 りに 

する ような 処は 見つからなかった。 上の 方 はと 見る と 

穴の 入口に うつす らした 陽の 光が あった。 

(とても、 彼処まで は 出て 往 けない、 それに 人家が 遠 

いから、 いくら 大声 を 立てた ところで、 聞きつ けて やつ 

て 来る 者 もない、 こいつ は 困った ことにな つた、 腰に 

はま だ 一回分の 握飯 は 持って おる が、 とても そんな こ 

とで 命 を 支えられる はずの もので ない、 こうなる の も 

前世の 約束 ごとだろう、 しかたがない、 井戸の 中で 餓 



死に 死ぬ る は 武士の 恥じ や、 思い切って 切腹しょう、 

餓死に する こと は、 武士の 恥じ や) 

大塚は 肩に していた 銃 をお ろし、 土に 背 を もた し 腕 

組みして 考え込んだ。 

(ここで 俺が このまま 切腹した としたなら、 家の 女房 

や、 小 供 はどうな るだろう) 

彼 はもう 自殺 をす る ものと して 死後の ことに 就いて 

考えて いた。 考えて いるう ちに 何 か 不意に 注意 を 促さ 

れ たもの があった。 彼 は 顔 を あげて 井戸の 口の 方 を 見 

た。 井戸の 口に 赤い 顔が 見えた。 

(何人 か視 いてお るぞ、 人が 来て くれた か、 人が) 



まわ リ 

赤い 顔の 周囲に は 白い 毛 並が あった。 茶色の 二つの 

眼が 光って いた。 それ は 猿で あるら しい。 

(猿 じ や、 人間なら 引き あげて 貰える が、 猿 じ やし か 

たがない) 

大塚 はがつ かりした ように 云った。 視 いていた 赤い 

顔が き やっき やっと 一 一三 回 声 をた てた かと 思う と、 も 

う 見えな くな つ てし ま つ た。 

(人間の 真似が できる と 云っても、 やっぱり 猿 は 畜生 

じ や) 

大塚 はまた 腕 を 組んで 考え込んだ。 彼 はまた 己の 

死後の こと を それから それへ と 考えて いた。 その 大塚 



の 耳に 微な 音が 入って 来た。 井戸の 口の あたりで 風 

でも 吹いて いるよう などう どうと 云う 音であった。 大 

塚 はまた 眼 を 開けて 井戸の 口の 方 を 見た。 

一 摑み ばかりの 枝 屑が ばらばらと 落ちて 来た。 大塚 

は 顔 を 伏せて その 麈を 眼に 入れまい とした。 枝 屑 は 首 

筋に も 当って 落ちた。 大塚 はまた 眼 を 開けた。 一匹の 

獣が 井戸の 上 を 飛び越えた。 その 影が かすかに 入口に 

射して いる 日の 光に 綾 をした。 二三 枚の 枯葉が またち 

らちら と 落ちて 来た。 

(初めの はたし かに 猿で あつたが、 今の は 何であろう) 

大塚 はこう 思いながら ちょ つとまた 眼 をつ むつ て考 



えた。 

(ついす ると、 猿の 千 匹 伴が、 集まって 来て いるか も 

わからん、 薩摩藷 でも 執りに 来て いるだろう が、 何し 

ろ 猿で は 助けても らう こと はで きんの じ や) 

大塚 はもう 自殺す るより 他に 道が 無い と 決心した。 

決心した ものの なる だけなら 犬 死 はしたくなかった。 

彼の 心の底の 方に は 何 かしら 己 の 危難に 陥入って い 

るの を 知つ て 助けに 来て くれる 者が あるよう な 気がし 

て、 刀に 手 を かける までに は ゆかなかった。 

(何人 か 来そう だぞ、 何人 か 助けに 来る ような 気がす 

るぞ 一 



彼 はこん な 気 もちで また 上の 方に 眼 を やった。 綱の 

ような ものが 一 尺 ほど 井戸の 口から さがって いた。 

(不思議な ものが 見えて 来た ぞ、 何だろう、 何人 かお 

るだろう か) 

綱の ような もの は 三尺 近く もさが つ て 来た。 

(たしかに 綱 じ や、 何人 か 俺が 落ちた こと を 知って、 

助けて くれる ために、 綱 を 垂れて いるの だろう か、 さ 

がる、 さがる、 さがって 来た) 

綱の ような もの はもう 五六 尺 もさが つて 来た。 それ 

は 藤 葛の ような 大きな 葛であった。 葛 はもう 一 丈 以上 

も 下へ さが つ て 来た。 



(それで は、 初めに 猿と 思った 赤い 顔 は、 猿で なしに、 

この あたりの 人であった のか、 これで 俺 は 助かった) 

大塚は 穴の 上の 方 を 喜びに 満ちた 眼で 見 あげた。 赤 

い 顔が また 視ぃ ている。 それ はさつ きの 顔で あつたが、 

まわ リ 

赤い 眼 鼻の 周囲に 白い 毛の 生えた 大 猿の 顔であった。 

(たしかに 猿 じ や、 人間で はない、 では、 猿が こんな 

こと をして くれてい るだろう か、 そう 云えば、 さっき 

井戸の 上 を 飛び 渡った 獣 は、 どうも 猿ら しかった、 で 

は 猿の 群が 俺の ここに 落ちた こと を 知って、 助けてく 

れ ようとし ている のか) 

藤 葛 はもう 一 一 丈余り もさが つ て大 塚の 頭へ 届きそう 



になって 来た。 

(猿で も かまわん、 助けて くれるなら、 助けても らお 

う、 この 井戸の 中から だしても らおう) 

大塚 はおろ してあった 銃 を 肩に かけて 藤 葛の 手 比に 

なる の を 待って いた。 藤 葛 はし だいし だいにお りて 来 

た。 大 猿の 顔 はま だ 見えて いた。 大塚は その 藤 葛 を 手 

にして その 端 を 帯に 差して それ を 折り返した。 き やつ、 

き やっと 云う 猿の 鳴き声が 聞え た。 それ は 井戸の 口に 

いる 彼の 犬猿の 叫びであった。 大塚は 手拭 を 出して 二 

重に な つ た 藤 葛 を 縛りつ け それが 済む と 両手 を 藤 葛へ 

持ち 添えて、 引き あげて くれる の を 待って いた。 



(猿の 力で、 この 身体が あがる だろう か) 

大塚は 身が まえしながら 疑って いた。 と、 藤 葛が 張 

りあって 来た。 やがて 彼の 身体が 宙に 浮いた。 

(これで 俺 も 助かる らしい ぞ、 猿に 助けられ ると は不 

思議な ことじ や) 

大 塚の 身体 は 刻々 に 上へ 上へ あげられた。 大塚は 一 

生 懸命に 藤 葛に すがって いた。 そうして、 二 丈余り も 

上へ あげられて 井戸の 口に 近くなる と、 その 口にな つ 

た 岩に 両手 を 掛けた。 そして、 一 きざみす ると 身体 は 

帯 際まで 上に 出た のであった。 

たくさ ん 

数千 匹 もい るであろう 数多の 猿が、 五六 間 さきの 櫓 



の 木の 根元に 仕掛けた 藤 葛へ すがりついて それ を 引つ 

張って いた。 大 塚の 姿が 見える と 猿 ども は 藤 葛 を 捨て 

て その あたりへ 散らばった。 大塚は その 数多な 猿 を 見 

て 驚いた。 その 驚きと ともに 猿に 対する 礼 心 を 忘れて 

しまって、 獵 好きな 好奇心が 頭 を 擡げて 来た。 井戸の 

口から 視 いていた らしい 白 毛の 犬猿が、 すぐ 横手の 草 

の 上に 坐って 大 塚の 方 を 見て いた。 

(彼の 猿 じ やな、 さきに 視 いていた の は、 立派な 猿 じ や、 

好い 猿 じ や、 今日は 別に 何の 獵 もなかった、 彼の 猿な 

ら好 いな) 

大塚は その 大 猿に 注意 を 向けた。 大塚は 台尻に 巻い 
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